
ストレス適応の新規神経基盤の解明

ストレスホルモンによる感覚系ドパミン回路の調節

＜略歴＞
2014年北海道大学博士課程卒業、2014年-2017年慶應義塾大学医学部学振RPD、2017年-2023米国ハー
バード大学ポスドク、2023年-現在慶應義塾大学医学部さきがけ研究者

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな きむら いく

氏 名 ： 木村 生
所属・部門 ： 慶應義塾大学・医学部・先端医科学研究所脳科学部門
職 位 ： さきがけ研究者
専門分野 ： 神経科学

＜研究概要＞
ストレスは、現代社会においてしばしば「万病の元」と表現されるように、様々な精神的・身体的症状を誘発するリスクファ
クターです。ストレスがどのように病を引き起こすのか？そのメカニズムを知りたいと、研究してまいりました。
本さきがけ研究では、本来生物に備わっている「ストレスに適応する力」に着目し、慣れの神経メカニズムの解明とその擾
乱・回復を支える機序を明らかにします。

刺激

健康 様々な精神/身体症状
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さきがけ



଺ᆰ᧓ႎἅ἟ἁトἩἿἘỼἱἁス২ᘐのоЈ

عઋ৽回路のী৕৾৓੗஘ਙの৶ੰ॑৯੐खथع

＜略歴＞
d��年ূ؜਎੃য়大学大学੹৶ੵ学研究科؜博士課程ఊവ。その৏؜名ଽો大学大学੹医学௺研究科にて঩本学୒振௪会
્શ研究৩PDとして研究をষう。そして米国Duke University Medical Schoolに೏学৏؜d��年 7াより慶應義塾大学医
学部生৶学ઇ஼・્ભஃઇ؜d��年 ��াよりJST・さきがけ研究者として३ॼউス研究にజহ。またd��年�াよりృପ大
学でஆয়ၳઇ౸に着ભ੒৒でँる。

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな たかの てणृ

氏 名 ： ❅野 າื
所属・部門： 生৶
職 位 ： ஃઇ
専門分野 ： 神経科学・神経৲学・಍ཝ生物学

＜研究概要＞
脳ੌ௶は੗くの಍ཝૐ੮によってଡਛされ

ています。జ来のু১では、脳ੌ௶রから
଻々の಍ཝர৑のଡਛ分৕を解ෲすることは
ল来まच॒でした。本研究では、ੌ௶৔で્
৒の಍ཝர৑をᇽए分৕をිၨ的にർดする
ನのৎ૬৑的॥ॿクトউটॸड़঑クス ૼ୒
を৫発します。これにより、脳ੌ௶৔の଻々
の神経回ଡ଼ිृॢリ॔಍ཝ৑の生৶的ਔ義
を解明し、৸くৗしい௴ਡからの脳の৿੿ਉ
৶఺ल脳機ચを解明します。

さきがけ



ἣὅἙἱἕἁɦỂਤዓӧᏡễᐮ࠿౨௹˳СನሰのẺỜの基盤ᄂᆮ

৉ୠ৸৬の感ഉඪਫ਼ਪৡの਱঱॑ीकखथ

＜略歴＞
2007年慶應義塾大学医学部卒業、2011年นি੕়病੹૎ഉ症科、
2014年慶應義塾大学医学部૎ഉ਑౪७থター、2016年慶應義塾大学医学部ಏ෫ਫ਼ਪ医学

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな うわाの よしふा

氏 名 ： ঱ሒ 義๕
所属・部門： 慶應義塾大学・医学部・ಏ෫ਫ਼ਪ医学ઇ஼
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ૎ഉ症৔科、૎ഉ਑౪、๶生物ਫ਼ਪ

＜研究概要＞
எは、COVID-19ঃথॹ঑ॵクのর、੹৔૎ഉ਑౪とPCRਫ਼ਪのઈ
੾というਡでまさにუরにいました。慶應のような大病੹では、য
的・物的リ९ースをણ৷してな॒とかଭり௭えることができました
が、র৵の病੹では、ਫ਼ਪ体਑のଡണुできङ、クছスターがど॒
ど॒ઁがっていき医௜機ચが೿ૃする状யにँりました。
ঃথॹ঑ॵクのようなથহに૎ഉ症とਅうたीには、ਫનかणဌச
な病ਉ体のਫ਼লがਂ૭ಳです。঳্、৸ての医௜機ঢ়のਫ਼ਪ஼にৈ
২なਫ਼ਪ体਑をଡണするのは、਴ৎにはかなり૮ྤが੗くなってし
まいます。

そこで、எは大病੹とর৵病੹がॿॵトডークをଡണし、リ९ース
ृঀक़ハक़を病੹৑でુથし、タスク३ख़॔を௕ることにより、ど
のような医௜機ঢ়でुਈ適かणਈఒの૎ഉ症のਫ਼ਪ・൧૵をਭけら
れる体਑をଡണしたいとઅえています。また、๶生物ਫ਼ਪのDigital 
Exchangeの௓ਤृ、ಏ෫१থউঝ・ॹータをਫ਼ਪ現ৃから研究஼
षणなऑる体਑तくりなど、஍૨的でしなृかな૎ഉ症ਫ਼ਪを৉ୠ
৸体でৰ現するঔॹঝを઀੧していきたいとઓっています。

さきがけ



ἣὅἙἱἕἁỆݣẲềレἊἼỺὅトễᄂᆮ˳СನሰのẺỜの基盤ᄂᆮ

ళลஓ感ഉඪのႈ೩感ਭਙ఩஫৕のੰ৥

＜略歴＞2007年3া慶應義塾大学医学部卒業、 2007年4া ੕়病੹国৳౳রఙ病੹、 2010年4া慶應義塾大学医学
部ஃুق専ఊ医قك৔科学ك、 2018年4া米国国য়ୋ生研究所博士研究৩、 2020年5াMaster of Public Health
、كJohns Hopkins Bloomberg School of Public Healthق 2021年4া慶應義塾大学医学部૎ഉ症学ઇ஼専ભ൥ప、
2021年10া国য়研究৫発১য科学ૼ୒振௪機ଡ さきがけ研究৩

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな なむए॒ ऺう

氏 名 ： વ૝ ູ
所属・部門： 医学部・૎ഉ症学ઇ஼
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ళลஓ૎ഉ症、૎ഉ症のႈ೩૎ਭਙ఩஫৕

＜研究概要＞

さきがけ
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ἜἠἙἢỶスỆợỦἰἽἓἴὊἒἽỾスἍὅἉὅἂ

عॱঈルफ़ス७ン१によるঊルスॣ॔॑৯੐खथشএع

＜略歴＞
• 2015年慶應義塾大学大学੹博士課程ఊവ、2015年঩本学୒振௪会્શ研究৩(PD)
• 2016年慶應義塾大学৶ੵ学部ஃઇقથ਋2019、ك年ূ਎大学ੵ学௺研究科ஃઇ、2023年慶應義塾大学৶ੵ
学部専ભ൥ప

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな たなか たかऱさ

氏 名 ： ির ௼୲
所属・部門： ৶ੵ学部・ਗ਼ਞੲਾੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ॼঀଡୗ物ਙ・ॹバॖスੵ学

＜研究概要＞
எは࿇೧ਞরのफ़ス෯২をਫ਼লするफ़ス७থ१を研究してきました。ૐ஋৲したफ़ス७থ१で੗様なफ़ス෯২を঳২に೾৒す
ることで、ళਞफ़スに੦तくঊঝスॣ॔などৗたな॔উリॣー३ঙথの૭ચਙを୯੷しています。
研究の્ඉとして、1)๶಍ਸੵૼ୒をਹ৷したॼঀスॣーঝ७থ१の੿ଲृ、2)ਉ৕スॣーঝの३঑গレー३ঙথによる७থ
१表એの଱৿の৶解に੦तきৈਙચなफ़ス७থ१のৰ現をষっています。
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७থ१応௦
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さきがけ



ᏯのᚘምҾྸểἩレỶἙὊἑỆ基ỀẪܱɭမἿἮἕトܖ፼

عযのੴચ॑৶ੰखট঎ॵトにૢ৷घるع

＜略歴＞
• 2011年ଫഏি大学 卒業、2013年ଫഏি大学大学੹ఊ士課程 ఊവ、 2016年ଫഏি大学大学੹博士৏਋課程 ఊവ
• 2016年ଫഏি大学 ஃু、 2018年国য়ੲਾ学研究所 ஃઇ、 2020年慶應義塾大学 専ભ൥ప

ここにポート
レーを貼り付
けてください

ふりがな むらた し॒ओ

氏 名 ：村ি ઌ༔
所属・部門：慶應義塾大学・৶ੵ学部・ਗ਼ਞੲਾੵ学科
職 位 ：専ભ൥ప
専門分野 ：ੳ知ট঎ॸॕクス

＜研究概要＞
য৑のੳ知発୸ૌ程を૞અにし、ৰ਼ੀ୭୆におけるট঎ॵト学ಆをৰ現するたीに૑ਏなੑ઴ਉ৶とॹータ਄੭১のનয়を
目੐しています。
脳のੲਾ৶૛としてથ力ଳされている「ঽ૓ग़ॿঝॠーਉ৶」に੦तく஥ಽ生ਛঔॹঝをଡണし、ট঎ॵトにৰಎします。஍
૨ਙと੗様ਙを備えたট঎ॵトの「উレॖॹータ」を਄੭することでঽഞઇపँり学ಆをষい、୳৒ਗの状யにৌする適応ચ
力ृ、౞経ୡの目ఏにৌするੑ઺ચ力にणいてਫ਼઒していきます。

さきがけ



᩼ᐏࣱನᡯ˳ϋᢿỆấẬỦЎ܇ਫѣの᨞ޖወӳႎྸ解

ع৲३ঙンによるে৬ী৕଱৿の૭ଳشী৕৿ৡ৾३ミগレع

＜略歴＞
2011年慶應義塾大学৶ੵ学部卒業2016؜年慶應義塾大学大学੹৶ੵ学研究科博士課程ఊവ
2016年৊大学੹৶ੵ学研究科્ભஃઇ2018؜年慶應義塾大学৶ੵ学部ஃઇ؜専ભ൥ప2021ق年ع現在ك

ふりがな ृまुと えいग

氏 名 ： ৛本 ኚ士
所属・部門 ： 慶應義塾大学・৶ੵ学部・३スॸムॹ२ॖথੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： 生物物৶؜९フトঐター؜分৕৿力学

＜研究概要＞
಍ཝ৔では、્৒のタথঃクସृRNAがัٕัৼ分௞現଴によってૐまることで、శჍਙଡୗ体が஄ਛされます。本研究では、
঑クটమಽقਉ৕・分৕଱৿ك・メ॰మಽقৼ分௞كをᇽएঐঝॳスॣーঝ३঑গレー३ঙথু১の৫発をষい、శჍਙଡୗ
体৔部の৿的ਂ಑঳ਙが分৕のఁങ・ଂ在・ৼ൩੿৷にଖえる୶஭の解明を目੐します。

さきがけ



ἇỶἢὊἧỵἊỽἽ್ૺ׹ἍὅἇἍỿἷἼἘỵᄂᆮ

ع਍৸ऩঽ৿ઈૡ঺ভ॑ৰਠघるع

＜略歴＞
• 2014年・2019年慶應義塾大学৶ੵ学研究科 ఊ士・博士、2018年スタথフज़ード大学௢৩研究৩
• 2014年ূ൫研究৫発७থター、2021年慶應義塾大学৶ੵ学部専ભ൥ప

ふりがな よしおかけ॒たौう

氏 名 ： ୺ળ ௏୬୙
所属・部門 ： 慶應義塾大学 ৶ੵ学部 ਗ਼ਞੲਾੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： LiDAR७থ१、॔ॼটॢૐ஋回ଡ଼、७य़গリॸॕ

＜研究概要＞
७ン१षのవொदঽ৿ઈૡ३スॸ঒॑⒇घৗञऩ७य़গজॸॕ஠ਃ
્にরற৓3D७ン१दँるLiDARのᒤൠਙ॑఍ऎ७ン१ႂೆవொम੎পऩะ๏
नのよअにଆऑるऊ?७य़গজॸॕ研究ऋ૑要ڀ

঩৽ॡটスॸॵॡ

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/24/00252/ https://jidounten-lab.com/u_45597

さきがけ

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/24/00252/
https://jidounten-lab.com/u_45597


̾ʴཎܭỆጟầụởẴẟऴإử෇ဇẲễẟʴཋཞ७ਖ਼ܭἉスἘἲのನሰ

ع଻যੲਾ৳૧にଦൟखञয੟૾ଙ௓৒ع

＜略歴＞
• 2013年大ଚ大学ఊ士課程ఊവ؜৊年2022ع年NTT研究所
• 2019年大ଚ大学博士課程ఊവ2020-2019؜年米国カーॿॠーメটথ大学௢৩研究৩
• 2022年慶應義塾大学৶ੵ学部ੲਾੵ学科 専ભ൥ప2023؜年৊学科ၳઇ౸

ふりがな いそがわ まりこ

氏 名 ： ૜ેਆ ๊৶৕
所属・部門： 慶應義塾大学・৶ੵ学部・ੲਾੵ学科
職 位 ： ၳઇ౸
専門分野 ： ॥থআগータঅ४ঙথ・ঃターথੳ௙

＜研究概要＞
ँらॅるযが਍ੱしてAI社会のལ౩をਭけられる社会のৰ現を目੐し؜「଻য્৒にᇽがりृすいੲਾをણ
৷しない؜য物状ଙ௓৒३スॸムのଡണ」に਄りੌ॒でいます؝఻体的には؜যの౿ृ๲സをஅ॒だ઺൸ੲ
ਾृ؜ঘー२のଢ౦・会ਵ৔ઍಉの଻যがઍಔに્৒૭ચなੲਾをણ৷चङ؜३ঝग़ॵト઺൸ृ؜ਔ௡ੲਾ
をஅまないਦಀణಉのَ๫ጔखथु଻যの્৒にᇽऋॉにऎःੑ೾ੲਾُのा॑োৡधखञয੟૾ଙ௓৒ૼ
୒を研究しています؝

ఠ஭ਦಀを৷いた
য物ਕઃ元௅િ௓৒

঑リణを৷いた
য物஄状௓৒

ॖঋথトカメছをણ৷した
য物஄状௓৒

さきがけ



Ҕ߻スἣỶἻἽᡲઃử̟ᡶẴỦҔၲ౨௹ἉスἘἲᚨᚘૅੲ基盤のನሰ

＜略歴＞
• 2013年慶應義塾大学大学੹メॹॕ॔ॹ२ॖথ研究科博士課程ఊവ؜博士قメॹॕ॔ॹ२ॖথ学ك
• 2016年4াより؜৊大学৶ੵ学部ஃઇに಺ભ؝ 2020年4াより؜৊ၳઇ౸؝

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな すऍうら ॅうた

氏 名 ：പఓ ඥ୬
所属・部門：৶ੵ学部
職 位 ：ၳઇ౸
専門分野 ：঄গーঐথ・॥থআগータ・ॖথタছク३ঙথ

＜研究概要＞

ૼ୒：IoT३スॸム৫発に਱けたॹ४タঝॶॖথ୭୆ 応৷：൧૵ଓஃ३スॸム؜७ঝフリハ३スॸム

さきがけ


	ストレス適応の新規神経基盤の解明
	
	時空間的コネクトプロテオミクス技術の創出

	
	パンデミック下で持続可能な臨床検査体制構築のための基盤研究 

	
	パンデミックに対してレジリエントな研究体制構築のための基盤研究

	
	新しい保健システム構築のための実証的な疾病負荷研究

	
	ナノデバイスによるマルチモーダルガスセンシング	

	
	脳の計算原理とプレイデータに基づく実世界ロボット学習

	
	非膜性構造体内部における分子挙動の階層統合的理解

	
	サイバーフィジカル横断型センサセキュリティ研究

	
	個人特定に繋がりやすい情報を活用しない人物状態推定システムの構築

	
	医工スパイラル連携を促進する医療検査システム設計支援基盤の構築


